
令和５年度事故報告集計結果

１.発生場所

件数 構成比

18 40.0%

食堂・リビング 11 24.4%

2 4.4%

0 0.0%

4 8.9%

機能訓練室 3 6.7%

トイレ 4 8.9%

その他 3 6.7%

不明 0 0.0%

45

２.事故発生時間帯別件数

菊川長寿介護課介護保険係

種別

事故発生時間帯は、利用者が活動する時間帯（10時、15時）、朝や夜（８時、18時）が多くなっています。

　令和５年４月１日から令和６年３月31日までの期間に、菊川市に報告のあった介護サービス事業所、老
人福祉施設等における事故報告書の集計結果を公表します。今後の事業運営及び介護事故防止にご活
用ください。

事故発生件数が最も多い場所は居室・静養室の18件（40.0％）、続いて食堂・リビング11件（24.4％）となっ
ています。
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2.事故発生時間帯別件数



３.事故種別

件数 構成比

転倒・転落 34 75.6%

接触 0 0.0%

誤薬・与薬もれ等 0 0.0%

その他（医療措置等） 7 15.6%

不明 4 8.9%

45

４.事故後の疾患

種別 件数 構成比

骨折 33 73.3%

打撲 3 6.7%

裂傷 2 4.4%

その他 7 15.6%

異常なし 0 0.0%

45

５.再発防止の方策

その他
（医療措置等）

転倒・転落

・本人の状態に変化が見られる時は情報を共有し職員間の申し送りを徹底する。

・職員同士の声掛けや情報共有で居場所及び行動の把握に努める。

・杖や歩行器など歩行支援用具は起床時でもわかりやすい場所に定位置を設定する。

・体調不良の場合、または物を落とした場合などは遠慮せず職員に声を掛けるよう伝
え、普段から声掛けしやすい雰囲気作りをしていくよう努める。

・床に物を設置する際は利用者が転倒しないよう環境設備を行う。

・下肢筋力の低下のため転倒等のリスクがあることを常に意識する。

事故後の疾患で最も多かったものは、骨折
の33件（73.3％）、続いて打撲の３件（6.7％）
となっています。

事故の内容は、転倒・転落と身体的外傷の
おそれがあるものが多くなっています。
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